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Summary
The pesticide susceptibility of the onion thrips, Thrips tabaci was evaluated by a method using germinated
seeds of the broad bean. The population from the Meiji University Kurokawa Farm showed lower susceptibili-
ty to some pesticides compared to the populations from other areas in Kanagawa prefecture. Especially, sus-
ceptibilities to some organophosphate insecticides were extremely low in the Kurokawa population. These
results strongly suggested that there is a need to review the use of pesticides in the region.
Key words: pesticide susceptibility, Kurokawa farm, organophosphate insecticide, Thrips tabaci
要 約 明治大学黒川農場で得られたネギアザミウマの個体群を対象として，ソラマメ催芽種子を用いた検定
方法により数種殺虫剤に対する感受性を調査したところ，複数の殺虫剤に対する感受性が神奈川県内の他地域
と比較して低い傾向にあることが確認された。特に，一部の有機リン系殺虫剤に対する感受性は著しく低下し
ており，今後の防除において，使用する殺虫剤の選択を見直す必要があることが強く示唆された。
緒言
ネギアザミウマ Thrips tabaci Lindeman は広範な
野菜や花卉，果樹を加害するが，特にネギやタマネギ
の重要害虫として国内外で広く認知されてきた（今井
ら，1998; Diaz-Montaro et al., 2011）。しかし，最近
ではキャベツ（Shelton et al., 2008）やアスパラガス
（清水ら，1994）などでも被害が深刻化しており，さ
らにはトマト黄化えそウイルス（TSWV）やアイリ
スイエロースポットウイルス（IYSV）といった植物
病原ウイルスを媒介するベクターとしても大きな問題
となっている（Lewis, 1993植草ら，2005森島ら，
2012）。
アザミウマ類は世代交代が早く殺虫剤抵抗性が発達
しやすい害虫であるが，現在でも生産現場では化学殺
虫剤のスケジュール散布を主体とした防除が行われて
いるため，殺虫剤感受性低下のリスクが高まってい
る。実際に，ネギアザミウマにおいても合成ピレスロ
イド系殺虫剤や有機リン系殺虫剤などに対する抵抗性
を発達させた事例の報告が相次いでいる（西森ら，
2003柴尾・田中，2003竹内ら，2007; Morishita,
2008多々良ら，2010野中・糸山，2013）。さら
に，本種には生活様式の異なる多数の種内多型があり
（Toda and Murai, 2007），殺虫剤抵抗性との関連も指
摘されていることから（横山・鹿島，2013），使用す
る殺虫剤の選択には細心の注意が必要である。
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神奈川県川崎市麻生区に所在する明治大学黒川農場
（以下，黒川農場）は，2012年 4 月に開場した新しい
研究農場である。場内には様々な作物が栽培されてい
るが，開場直後からネギアザミウマの発生が見られ，
その被害は拡大傾向にある。そこで，本研究では黒川
農場における本種の防除法を検討する第一歩として，
殺虫剤感受性の現状を調査した。
材料および方法
1. 供試虫
ネギアザミウマは2012年および2013年に黒川農場
（以下，黒川），横須賀市津久井（以下，津久井），横
須賀市長井（以下，長井），三浦市（以下，三浦）お
よび相模原市（以下，相模原）の 5 地点のネギ圃場
またはキャベツ圃場において採集した個体群を累代飼
育して供試した。累代飼育にはソラマメ催芽種子を飼
料とした方法（村井，2002）を用い，各個体群は通
気孔を開けた密閉容器（80×110×50 mm）に入れて，
25°C，16L8D 条件のインキュベーター（MIR153，
三洋電機株式会社）内で管理した。また，標準系統と
して宇都宮感受性系統 TTU を同様の方法で累代飼育
して使用した。
2. 供試薬剤
第 1 の実験では，ネギに作物登録のある薬剤から
ネギアザミウマまたはアザミウマ類に登録のある 5
剤を選定した。希釈倍率は実用濃度の範囲内に設定
し，水道水で希釈して処理した。供試薬剤の系統およ
び成分量，希釈倍率は以下の通りである。シペルメト
リン乳剤（合成ピロスロイド系，6.0，2000倍），
エマメクチン安息香酸塩乳剤（アベルメクチン類，
1.0，2000倍），スピノサド顆粒水和剤（スピノシ
ン類，25，5000倍），ダイアジノン乳剤（有機リン
系，40，700倍），ベンフラカルブマイクロカプセ
ル（カーバメート系，成分量20，希釈倍率2000
倍）。第 2 の実験では，ネギアザミウマに登録のある
有機リン系の薬剤から 3 剤を選定した。供試薬剤の
成分量および希釈倍率は以下の通りとし，第 1 の実
験と同様に処理した。フェニトロチオン乳剤（50，
1000倍），アセフェート水溶剤（50，1000倍），マ
ラチオン乳剤（50，2000倍）。
3. 感受性検定
ソラマメ催芽種子浸漬法（柴尾・田中，2003）に
より次の手順で行った。流水中でわずかに発芽させた
ソラマメ催芽種子を 4 分割して希釈した薬剤に30秒
間浸漬した後，風乾した。スチロール製管瓶（内径
29 mm，高さ55 mm）に吸湿用のろ紙片（東洋，No.
1, 40 mm×10 mm）を 1～2 枚入れ，ネギアザミウマ
2 齢幼虫（9～18頭）および浸漬処理したソラマメ片1
個を入れてパラフィルムで密封したものを薬剤処理区
とした。また，水道水に浸漬したソラマメ片を用いて
同様に処理したものを無処理区とした。管瓶は25°C，
16L8D 条件のインキュベーター内で管理し，2 日後
に筆先で突いて正常に動くものを生存虫，動かないも
のと正常に歩行できない苦悶虫を死亡虫として計数し
た。感受性は Abbott（1925）の式を用いた補正死虫
率として算出した。試験は各薬剤について 2～4 反復
行った。
結果および考察
第 1 の実験結果を表 1 に示した。黒川の個体群
は，他の個体群と比較して感受性が低い傾向を示し
た。特にダイアジノン乳剤に対する感受性は著しく低
く，シペルメトリン乳剤に対する感受性も非常に低か
った。同一の検定方法を用いた過去の報告と比較して
も，これらの殺虫剤に対する感受性の低さは極めて顕
著であり（柴尾・田中，2003野中・糸山，2013），
圃場においては防除効果を殆ど示さない現状にあるこ
とが推察された。また，エマメクチン安息香酸塩乳剤
に対する感受性が他の個体群よりも若干低く，今後の
使用に際しては感受性の低下に細心の注意が必要と考
えられた。ベンフラカルブマイクロカプセル剤につい
ても感受性の低下が懸念されたが，2014年11月に全
ての野菜類で登録が取り消されており，今後の使用機
会が無いことから問題は生じないと考えられた。一
方，スピノサド水和剤に対する感受性は他の個体群と
同様に高く，現時点では最も有効な殺虫剤であると考
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表 ネギアザミウマ 2 齢幼虫の各種殺虫剤に対する感受性
薬 剤 名
補 正 死 虫 率 ()a
個体群 黒川 津久井 長井 三浦 相模原 TTU
シペルメトリン乳剤 10.1 85.5 55.7 10.9 30.1 82.4
エマメクチン安息香酸塩乳剤 72.0 89.8 84.9 97.7 90.5 84.3
スピノサド水和剤 92.0 90.7 100.0 92.7 100.0 100.0
ダイアジノン乳剤 0.7 63.0 26.5 46.0 35.0 35.0
ベンフラカルブマイクロカプセル 16.8 56.9 36.5 12.2 4.8 ―b
a) Abbott の補正死虫率（)＝(対照区の生存率－処理区の生存率)/対照区の生存率×100
b) ―は未試験を示す
表 ネギアザミウマ 2 齢幼虫の有機リン系殺虫剤に対す
る感受性
薬 剤 名
補正死虫率（)a
個体群 黒川 三浦
フェニトロチオン乳剤 56.4 58.8
アセフェート水溶剤 28.5 60.3
マラチオン乳剤 89.0 81.3
a) Abbottの補正死虫率（)＝(対照区の生存率－処理区の
生存率)/対照区の生存率×100
黒川農場におけるネギアザミウマの殺虫剤感受性
えられた。
黒川の個体群でダイアジノン乳剤に対する感受性が
著しく低かったことから，第 2 の実験では黒川と三
浦の 2 個体群を対象として，有機リン系殺虫剤に対
する感受性を追加調査した。表 2 に示した通り，黒
川の個体群ではアセフェート水溶剤に対する感受性が
三浦の個体群と比較して非常に低い結果となった。一
方，フェニトロチオン乳剤およびマラチオン乳剤に対
する感受性は 2 つの個体群で同等であった。特に，
マラチオン乳剤に対する感受性が高かったことは，有
機リン系殺虫剤の中にも選択肢が残されているという
有益な情報である。
以上のように，黒川の個体群では一部の有機リン系
殺虫剤に対する特異な感受性低下が確認され，他の系
統の殺虫剤に対する感受性も低い傾向であることが明
らかになった。本研究では種内多型の解析は行ってい
ないが，関連が疑われている合成ピロスロイド剤の感
受性が低かったことから（横山・鹿島，2013），早急
な解析が求められる。また，殺虫剤の選択肢が限られ
ていることから，効果が高いスピノサド水和剤を基幹
とした防除体系の構築が急がれる。
殺虫剤に対する感受性が低下する主要因は同一成分
の連続使用である（浜，1992）。黒川農場は開場して
間もない新しい耕地であり，本研究で調査とした個体
群の起源は周辺地域と考えられることから，当該地域
では十分な効果が得られない有機リン系殺虫剤の使用
を続けている現状が浮き彫りとなった。効果の低い殺
虫剤を使用することは生産コストの無駄を生むばかり
でなく，同一系統の他の殺虫剤に対する感受性の更な
る低下を引き起こす原因ともなりうる（浜，1992）。
今後は関係機関とも協力し，当該地域で使用する殺虫
剤の選択を大幅に見直すよう指導することが重要であ
る。
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